
海

　

洋

　

試

　

料

海

産

生

物

海　水

海底土

ヒラメ、
イ　カ、
ホタテ、
アワビ、
ヒラツメガニ、
ウ　ニ、
コンブ

チガイソ、
ムラサキ
インコガイ

4、7、
10、1月

10月

漁 期
1回

4、10月

（    ）

（    ）

陸

　

上

　

試

　

料

精　米

牧　草

松　葉

デントコーン

淡水産生物

野　菜
ハクサイ、
キャベツ、
ダイコン、
ナガイモ、
バレイショ

ワカサギ、
シジミ

漁 期
1回

収穫期
1回

収穫期
1回

4、10月

5、8月

陸

　

上

　

試

　

料

陸

　

水

陸

　

土

河川水

湖沼水

水道水

井戸水

河底土

湖底土

表　土

牛　乳
（原乳）

7、10月

7月

10月

7、10月

4、7、
10、12月

4、7、
10、1月

4、7、
10、1月

試料の種類 採取時期 記号

試料の種類 採取時期 記号試料の種類 採取時期 記号 試料の種類 採取時期 記号

大

　

気

陸

　

上

　

試

　

料

4、7、
10、1月

4、7、
10、1月

毎月

毎月

連続

大気
浮遊じん

（粒子状
物質等）

（水蒸気状）

（気体状）

降下物・雨水

吹　　越

尾　　駮

野 辺 地

20     40      60      80    100    120    140

測 定 結 果
20     40      60      80    100    120    140

二　　又

室ノ久保

横浜町役場

泊

青　　森（青森市）

砂 子 又

※1

※1

※1

※1

※1

※1

※1

※1

※2

※2

老 部 川

千 歳 平

平　　 沼

東北分庁舎

東北町役場

三沢市役所

単位:ナノグレイ／時

全アルファ放射能
全ベータ放射能
セシウム-134
セシウム-137

ベクレル /リットル

大気浮遊じん ミリベクレル /立方メートル

大気（気体状）

降 下 物 ベクレル /平方メートル

ミリベクレル /リットル

ミリベクレル /リットル

海 水

陸 土

海 底 土

野 菜

精 米

ベクレル /キログラム生

淡水産生物

試料の種類 単　位
測　定　結　果

0.0001 0.001 0.01 0.1 1 10 100
400

六
　
ヶ
　
所
　
村
　
及
　
び
　
周
　
辺
　
地
　
域

青
　
森
　
市

ストロンチウム-90
プルトニウム
ウ ラ ン

ミリベクレル /立方メートル大気（水蒸気状） トリチウム
マイクログラム /立方メートル大気（粒子状物質等） フ ッ 素

キロベクレル /立方メートルベ ー タ 放 射 能
ピ ー ピ ー ビ ー

フ ッ 素 ミリベクレル /立方メートル
ヨウ素-131

セシウム-134
セシウム-137

ベクレル /リットルトリチウム雨 水

セシウム-134
セシウム-137

ミリベクレル /リットルストロンチウム-90
ストロンチウム-90陸 水

プルトニウム
ウ ラ ン ベクレル /リットル

トリチウム

セシウム-134
セシウム-137

セシウム-134
セシウム-134

セシウム-137
セシウム-137

ストロンチウム-90

キュリウム-244

プルトニウム
アメリシウム-241

アメリシウム-241

ウ ラ ン

ストロンチウム-90
プルトニウム

ベクレル /リットルトリチウム

セシウム-137
セシウム-134

セシウム-134
セシウム-137

ストロンチウム-90

キュリウム-244

牛 乳（原乳） ストロンチウム-90
ウ ラ ン

ミリグラム/リットルフ ッ 素

セシウム-134

セシウム-134
セシウム-137

ストロンチウム-90

ウ ラ ン
プルトニウム

プルトニウム

プルトニウム

ウ ラ ン

フ ッ 素

セシウム-137
炭 素 - 1 4

ストロンチウム-90

プルトニウム

セシウム-134
セシウム-137

セシウム-134
セシウム-137
ストロンチウム-90 ベクレル /キログラム生

ベクレル /キログラム生

ベクレル /キログラム乾

プルトニウム
ベクレル /キログラム乾

炭 素 - 1 4 ベクレル /キログラム生

海 産 生 物
ストロンチウム-90

ベクレル /キログラム生

フ ッ 素 ミリグラム /キログラム生

フ ッ 素

ミリグラム /キログラム生

セシウム-134
松 葉 セシウム-137

ウ ラ ン

ウ ラ ン

全アルファ放射能
全ベータ放射能
セシウム-134

ミリベクレル /立方メートル大気浮遊じん セシウム-137

ストロンチウム-90
プルトニウム
ウ ラ ン

トリチウム

ミリベクレル /立方メートルトリチウム大気（水蒸気状）
マイクログラム /立方メートル大気（粒子状物質等） フ ッ 素

ミリグラム /キログラム生フ ッ 素

ベクレル /キログラム生炭 素 - 1 4精 米

キロベクレル /立方メートルベ ー タ 放 射 能

ピ ー ピ ー ビ ー
大気（気体状）

フ ッ 素
ミリベクレル /立方メートルヨウ素-131

セシウム-134
ベクレル /キログラム生松 葉 セシウム-137

ウ ラ ン

ミリベクレル /リットルフ ッ 素

※湖沼水は除く

※湖沼水のみ

※湖底土は除く

※湖底土は除く

※湖底土のみ

※湖底土のみ

30km

30km

25km

25km

20km

20km

15km

15km

10km

10km

5km

砂子又

白糠

石川

明神平

新町
出戸

横浜町 
役   場

野辺地

東北分庁舎

東北町役場

三   沢
市役所

吹越

二又

富ノ沢

老部川

平沼

千歳平

六原

倉内淋代

水喰

西公園

東通村

野辺地町

東北町

三沢市

大石平

雲雀平

豊原

千樽

有戸

原子燃料
サイクル施設

泊

尾駮

空間放射線等の測定地点図

室ノ久保

石油備蓄
むつ小川原

青森市

六ヶ所村

横浜町

放出口北
20km地点

15km

15km

放出口南
5km地点

放出口南
20km地点

放出口付近

10km

10km

5km

二　又

千　樽

東通村

六ヶ所村

六
ヶ
所
村
前
面
海
域

陸
　
奥
　
湾

野辺地町

東北町

老部川

室ノ久保

庄内

豊　原　

千歳平

鷹架沼

横浜町

出  戸

尾駮沼

第３団地

尾　駮

環境試料の採取地点図

放出口北
5km地点

戸鎖

六　原

小川原湖

富ノ沢

泊

青森

原子燃料
サイクル施設

平　沼

凡　例

◎参考：「モニタリングつうしんあおもり」No．96　平成26年度第３四半期報

［空間放射線量率］

今期の平均値 今期の測定値の範囲

過去の平均値 過去の測定値の範囲

凡　　例
区　分

モニタリングポスト

県 事業者

積　算　線　量　計

モニタリングステーション
及 び 積 算 線 量 計

モニタリングポスト
及 び 積 算 線 量 計

グラフの見方

環境試料中の放射能のモニタリング結果空間放射線のモニタリング結果

※過去の測定値:平成21～25年度の測定値

平成22年度に測定器を更新したため、平成23～25年度の測定値
を過去の測定値として記載しています。

※1.

平成24年1月に測定局舎等を移設したため、平成24～25年度の測
定値を過去の測定値として記載しています。

※2.

平成25年度までの
測定値の範囲※3

今期の
測定値の範囲

平成25年度までの
測定値の範囲※3

今期の測定値の範囲
定量下限値

○大気浮遊じん（　　　　）の場合全アルファ放射能
全ベータ放射能1

○その他の場合2

グ
ラ
フ
の
見
方

定量下限値※2未満の測定値が含まれる場合、定量下
限値未満の範囲をグラデーションで表示しています。

検出限界※1以下の測定値は0として表示しています。

定量下限値：測定条件や精度を一定の水準に保つ
ため、試料・測定項目ごとに定めているものです。
平成23年3月に発生した東京電力（株）福島第一
原子力発電所の事故の影響と考えられる測定値
は除外しています。

※2.

※3.

検出限界：大気浮遊じん中の全アルファ及び全ベ
ータ放射能については、測定条件（採取空気量
等）が変動するため、計数誤差の3倍を検出限界
として設定しています。

※1.

天地546×左右383

NO.2

　原子燃料サイクル施設の周辺環境における放射線の状況を把握
するため、青森県および当社では、モニタリングステーション等に
よる空間放射線量率の監視を連続的に行うとともに、さまざまな試
料を採取し、分析・測定を行っています。
　平成26年10月から平成26年12月の結果は、放射線の専門家や

モニタリングカー 施設やその周辺の
放射線・放射能を
常に監視しています

水や土、農畜海産物
などの分析・測定を
行います

モニタリング
ステーション

モニタリング
ポスト

河川の水
河底土の採取

土の採取

湖の水、
湖底土の採取

畜産物の採取
（牛乳、牧草等）

海水、
海底土の採取

海産物の採取
（ヒラメ、コンブ等）

環境試料の採取

分析・測定 審議・評価、公表空間放射線の監視

平成２6年10月から平成２6年12月の六ヶ所原子燃料サイクル施設周辺における
環境放射線等の評価結果は「これまでと同じ水準であった」と評価されました。

地元自治体・農漁協など各種団体の関係者等で構成される「青森県原
子力施設環境放射線等監視評価会議合同会議（平成27年6月15日
開催）」において審議され、「これまでと同じ水準であった」と評価・確
認されました。
　なお、当社施設からの影響は認められていません。

青森県広報誌 当社広報紙

農作物の採取
    ハクサイ、米、
    ダイコン等

当社ホームページのご紹介

当社ホームページでは、施設周辺の

放射線測定のリアルタイムデータなど

の情報をお知らせしています。

●放射線モニタリングのページ

●空間放射線量の監視ページ

日本原燃  環境モニタリング


